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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月21日(2015.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータ出力端子を有する送信装置であって、
　送信する転送データを分割して複数の分割データを生成するデータ分割手段と、
　前記複数のデータ出力端子の１つにそれぞれ接続され、前記分割データをシリアルデー
タに変換し、当該データ出力端子へ出力する複数の第１の変換手段と、
　前記複数の第１の変換手段が前記データ出力端子よりシリアルデータを送信する際の送
信開始のタイミングを、前記シリアルデータを受信側で受信した順番で結合して得られる
データと前記転送データとが同じになるように、異ならせる送信制御手段とを有すること
を特徴とする送信装置。
【請求項２】
　前記送信制御手段は、前記転送データにおいての前記複数の分割データの配置順と同じ
順番で、前記シリアルデータを受信して前記分割データに変換する受信側での受信した前
記シリアルデータから前記分割データへの変換が完了するように前記送信開始のタイミン
グを異ならせることを特徴とする請求項１記載の送信装置。
【請求項３】
　前記送信制御手段は、
　前記データ分割手段により生成された前記複数の分割データを前記複数の第１の変換手
段の何れかに順次分配するデータ分配手段と、
　前記データ分配手段が前記第１の変換手段に前記分割データを分配するタイミングを生
成する分配タイミング生成手段とを有し、
　前記分配タイミング生成手段が前記分割データを分配するタイミングを制御することに
よって前記送信開始のタイミングを異ならせることを特徴とする請求項１又は２記載の送
信装置。
【請求項４】
　前記データ分割手段は、送信する前記転送データを所定の単位で分割して前記複数の分
割データを生成することを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の送信装置。
【請求項５】
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　複数のデータ入力端子を有する受信装置であって、
　前記複数のデータ入力端子の１つにそれぞれ接続され、各々の送信開始タイミングが異
なるシリアルデータを当該データ入力端子から受信し、受信した前記シリアルデータをパ
ラレルデータに変換する複数の第２の変換手段と、
　前記複数の第２の変換手段により変換された前記パラレルデータを、変換が完了した順
番で結合して転送データを復元するデータ復元手段とを有することを特徴とする受信装置
。
【請求項６】
　送信装置と受信装置が複数のデータ信号線を介して接続された情報処理システムであっ
て、
　前記送信装置は、
　送信する転送データを分割して複数の分割データを生成するデータ分割手段と、
　前記複数のデータ信号線の１つにそれぞれ接続され、前記分割データをシリアルデータ
に変換し、当該データ信号線へ出力する複数の第１の変換手段と、
　前記複数の第１の変換手段が前記データ信号線を介してシリアルデータを送信する際の
送信開始のタイミングを異ならせる送信制御手段とを有し、
　前記受信装置は、
　前記複数のデータ信号線の１つにそれぞれ接続され、前記シリアルデータを受信してパ
ラレルデータに変換する複数の第２の変換手段と、
　前記複数の第２の変換手段により変換された前記パラレルデータを、変換が完了した順
番で結合して前記転送データを復元するデータ復元手段とを有することを特徴とする情報
処理システム。
【請求項７】
　前記データ信号線は貫通電極であり、前記送信装置と前記受信装置とが重なっているこ
とを特徴とする請求項６記載の情報処理システム。
【請求項８】
　複数のデータ出力端子を有する送信装置の制御方法であって、
　送信する転送データを分割するデータ分割工程と、
　前記データ分割工程で分割したデータをシリアルデータに変換し、当該データ出力端子
へ出力する第１の変換工程と、
　前記第１の変換工程でシリアルデータを送信する際の送信開始のタイミングを、前記シ
リアルデータを受信側で受信した順番で結合して得られるデータと前記転送データとが同
じになるように、前記データ出力端子毎に異ならせる送信制御工程とを有することを特徴
とする制御方法。
【請求項９】
　複数のデータ入力端子を有する受信装置の制御方法であって、
　各々の送信開始タイミングが異なるシリアルデータを前記データ入力端子から受信し、
受信したシリアルデータをパラレルデータに変換する第２の変換工程と、
　前記第２の変換工程で変換したパラレルデータを、変換が完了した順番で結合するデー
タ復元工程とを有することを特徴とする制御方法。
【請求項１０】
　複数のデータ信号線を介して接続された２つの通信装置の通信方法であって、
　送信する転送データを分割して複数の分割データを生成するデータ分割工程と、
　前記分割データをシリアルデータに変換し、前記分割データ毎に１つの前記データ信号
線へ出力する第１の変換工程と、
　前記第１の変換工程で前記シリアルデータを送信する際の送信開始のタイミングを前記
分割データ毎に異ならせる送信制御工程と、
　前記データ信号線から前記シリアルデータを受信してパラレルデータに変換する第２の
変換工程と、
　前記第２の変換工程で変換された前記パラレルデータを、変換が完了した順番で結合し
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て前記転送データを復元するデータ復元工程とを有することを特徴とする通信方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明に係る送信装置は、複数のデータ出力端子を有する送信装置であって、送信する
転送データを分割して複数の分割データを生成するデータ分割手段と、前記複数のデータ
出力端子の１つにそれぞれ接続され、前記分割データをシリアルデータに変換し、当該デ
ータ出力端子へ出力する複数の第１の変換手段と、前記複数の第１の変換手段が前記デー
タ出力端子よりシリアルデータを送信する際の送信開始のタイミングを、前記シリアルデ
ータを受信側で受信した順番で結合して得られるデータと前記転送データとが同じになる
ように、異ならせる送信制御手段とを有することを特徴とする。
　本発明に係る受信装置は、複数のデータ入力端子を有する受信装置であって、前記複数
のデータ入力端子の１つにそれぞれ接続され、各々の送信開始タイミングが異なるシリア
ルデータを当該データ入力端子から受信し、受信した前記シリアルデータをパラレルデー
タに変換する複数の第２の変換手段と、前記複数の第２の変換手段により変換された前記
パラレルデータを、変換が完了した順番で結合して転送データを復元するデータ復元手段
とを有することを特徴とする。
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